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ご清聴ありがとうございました



株式会社ネイバーフッド
(宮崎／生産者)

◆ 1947年から続く家業のみかん栽培を2019年に株式会社
組織化を行い、株式会社ネイバーフッドを設立

◆温州みかん・不知火といった一次産品だけでなく、果汁
100％のジュースの二次産品も取り扱いを行う

◆ 2019年に台湾のサンプル輸出をきっかけに、香港・マカオ・シ
ンガポール・マレーシアといったアジアに現在は輸出を実施

◆最新鋭の減菌処理設備を有する輸出選果場を設立し、自
社だけでなく他の生産者・産地のかんきつ類を収集し、協働
輸出・ロット拡大による輸送費低減に寄与



GFP輸出産地セミナー＆交流会

世界に通用する
みかんの生産・販売に向けた取組み

株式会社ネイバーフッド
田中 伸佳
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株式会社ネイバーフッド

代表:

田中 伸佳(三代目)

輸出品目:

みかん、不知火、みかんジュース

略歴:

自衛隊に勤務

就農歴:

現在10年目。台湾、香港などのアジア
を中心に年間90トンほど輸出を実施。
輸出前に訪台20回、残留農薬検査や、
バイヤーと関係構築を行なった。

自己紹介

1947年にみかん栽培を開始、2019年にネイバーフッドを設立
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▼農家の課題や疑問点

1. 持続可能性、収益が低い

2. 農家それぞれが設備投資をして商品を販売するが、地元で販売すると価

格が低く、投資に対して割に合わない。

3. 未収期間が長く、新しく果樹生産者が生まれづらい

4. 耕作放棄地が増えている

この課題をクリアできれば大きなチャンスに

起業のきっかけや課題

就農して見えてきた課題はむしろチャンスであると捉え、起業
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起業前と起業後の体制

5年間で栽培面積の増加及び販路の変更により規模拡大中

法人化前の状況
(2019)

法人化後の状況
(2023)

栽培面積: 7ha

雇用(家族以外): 

通年雇用０名 アルバイト８名

販路: JA＋地域の市場
利益率が低く事業性は低い

栽培面積: 12ha

雇用(家族以外): 

通年雇用３名 アルバイト１５名

販路: 九州を除く全国へ出荷
台湾、香港へ90トン輸出
ECなども開拓
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日本のみかんを世界へ

ネイバーフッドのミッション
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取り組み事例₋おいしさの秘密

栽培方法のこだわりだけでなく、品質保持のための設備を整え、
輸出先国の現地の人に食べてもらうまでおいしさ維持を可能に

糖度センサー 光殺菌装置 専用冷蔵庫

品
質
保
持

栽
培
方
法

ｘ 自然の力を生かした栽培 残留農薬検査をクリアした土壌 日照時間と水はけの良い立地
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• 産地形成のメリット

➢ 他の生産者・産地のかんきつ類を収集し共同輸
出することでロット拡大・輸送費低減

➢ 産地全体で売り先を増やすことで、輸出に対する
モチベーションを共有・向上

• 協力産地の状況：連携農家1７件 法人2件

➢ 宮崎、熊本、福岡、長崎

• 課題

➢ みかんは”足が早く”、長距離輸送に向けた
品種の選定と栽培が必要。また、品種に合った時
期の出荷が産地連携で必要不可欠である。

取り組み事例ー産地形成

目先の収益だけではなく、産地全体で売り先を増やし、一緒に
輸出進出するモチベーションを共有することが大事
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宮崎県農協果汁（株）
全農ながさき
全農熊本
ひょっとこ堂(株)
宮崎長友農園(株)

まる搾りみかんジュース

（有）豊緑園
ONE WORKS （株）

EC販売強化販売

（有）ファームヤマト
（株）ドライアップジャパン
RIK株式会社

その他加工品

取り組み事例₋地域間連携によるコラボレーション取組

近隣地域を中心とした企業・団体とのコラボレーションによって2
次産品開発に成功。賞味期限等々の理由で輸出先国が増加
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取り組み事例₋GFP輸出取組

国内商社・海外大手小売との商談が進み、香港・マカオ・シンガ
ポール・マレーシアへの輸出を2022年に実施。

• 2021年に温州みかんをトライアルでシンガポール、
香港、マカオ、マレーシアに各8kgから輸出をスター
トし、鮮度保持と国内輸送を確認。

• 2022年に上記の国へ5㌧輸出。

• 輸出先へ届くのは2~3週間後、弊社の青果最盛
期が10~11月。輸出初年度ということはありました
が、とても多い取引スタートが切れました。

• 輸出先からの具体的な声

➢ 味がしっかりして美味しい、少し傷みが気になる

➢ 傷をもう少し減らしてほしい・・・
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取り組み事例₋GFPイベント

GFP輸出ベンチャー塾in山梨等、遠方開催のイベントにも足を
運び、他品目の先進事例をキャッチ・ネットワーキングを強化

• 他エリア(山梨)・他品目(シャインマスカット)の先進
事例から、自社にも応用可能なエッセンスを吸収

➢ バイヤー招聘時の説明ポイント

✓ 実際に作業していただき、丁寧な栽培ゆえ
コストがかかることを理解していただく 等

➢ 選果場での工夫・苦労

✓ 荷が集中してしまった際にはその場で売り
先を見つけ捌いていく努力をしている 等

• イベントでの交流会等を通じたネットワーキング

➢ 同品目：みかんのみっちゃん農園(和歌山県)

➢ 地域農家の取纏めにあたって、輸出取組への
理解を得る工夫等を産地・商社と意見交換
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➢ 海外輸出は日本代表ということ
オリンピック選手と同じ、国内で戦えなければ海外でも戦えない

➢ 青果物輸出は忍耐
トラブルが当たり前、取引先と一緒に問題を解決する想いが大事

輸出の際に意識していること

成約したから終わりではなく、成約後にもきめ細かな対応が大事

• 輸出商品を提示
➢ 商品規格、金額、数量

• 写真や動画、資料の準備
➢ 畑の写真、色の熟度など

• 設備紹介
➢ 糖度センサー、保存庫など

成約前
輸出条件の確認

成約後
フォローアップ

• 品質の保持
➢ 残留農薬検査
➢ 荷崩れ、耐久性など
➢ 輸送ロスに対するケア

• 共同で販促、イベントを開催
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２日で5,400本の苗木を植生

今後の展望₋産地形成の取り組み

更なる輸出環境の整備、栽培面積の増加で輸出を強化を狙う

輸出に向けて選果場新設 20フィートコンテナ分

栽培面積

７ha 12ha    20ha

2014 2022 2025

輸出量

30㌧ 90㌧ 120㌧

2020 2021 2025

３倍 ４倍



32©NEIGHBORHOOD 2023. All Rights Reserved. 

私たちの輸出の特徴は、台湾の輸出。
先方の輸入商社と直接取引をしている。
輸出スタート前から台湾に何度も足を運び、信頼関係を構築しました。

思い込みや、諦め、弱音の先にチャンスがある。

最後に・・・

輸出取り組みの既存のルールや縛りに囚われない、果敢なチャレ
ンジが大事である。



東川町農業協同組合
(北海道／農業協同組合)

◆東川町のブランド米「東川米」を中心に、各地域の需要
や生活様式に合った商品を主に取り扱う

◆その他に、地域特性である大雪山旭岳の豊富な伏流
水と東川米を合わせた日本酒をPB商品として開発

◆2009年より輸出を開始し、 2022年には香港・台湾・
中国・フィンランド・ブラジル等に約270㌧輸出

◆2025年までに計10カ国以上・輸出量1,000㌧以上・
輸出額2億円以上の拡大を目標に展開予定



JAひがしかわ営農販売部 高橋 賢

輸出事業への取組と
「グローバル産地化」への挑戦

「GFP輸出産地セミナー＆交流会」

34



◆JAひがしかわ 概要
地域の米生産者を取り纏め、東川町のブランド米「東川米」を中心に、各地域の
需要や生活様式に合った商品(パックご飯や日本酒等)を７か国・地域に輸出。
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• 豊富な地下水を持つ東川町の環境を

強みに、地域独自の品質管理を行うこ

とで東川産のコメ「東川米」をブランド化

• 国内の主食用のコメの消費が減少す

る中、生産者の収入を安定的に確保す

るため、輸出用米や輸出向け加工食

品用の米の生産を開始

• 精米や玄米の輸出だけでなく、輸出先

国・地域の生活様式に合わせて、パッ

クご飯や日本酒等の輸出も行う予定



新市場開拓米制度を活用し、
輸出向け専用契約圃場を設置。
国内流通規格と同等以上の高
品質米を生産・出荷しています

当JAは2009(平成21)年より東川米の輸出を開始し、現在では6か国・地域に
約270トンの海外輸出を行っています

東川米・コメ加工品の輸出実績

産年/輸出国 2019（令和元）年 2020（令和2）年 2021（令和3）年 2022（令和4）年

台湾 18.00㌧ 21.00㌧ 26.00㌧ 24.00㌧

ロシア 2.00㌧ 2.00㌧ (2.00㌧)※出荷停止 －

中国 － 20.40㌧ 20.40㌧ 20.40㌧

香港 － － 163.20㌧ 183.50㌧

フィンランド － － － 15.40㌧

モンゴル － － － 18.36㌧

シンガポール － － － 10.20㌧

ブラジル － － － 0.12㌧

合計 20.00㌧ 43.40㌧ 209.60㌧ 271.98㌧

今年よりブラジルへ
日本酒輸出を開始。
今後はパックご飯の輸出
を開始します

ブラジル向け出発式（Ｒ4.4.21）
※ジェトロほか関係者
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◆JAひがしかわ輸出実績



コメ食文化の認知・消費喚起・需要拡大に向けた販売促進活動

2017（平成29)年12月
東川米や米菓など、日本産品に触れる機会を創出するため、現地における
料理教室、試食会の開催

2018（平成30)年6月
本町との親交がある歌手加藤登紀子さんとタイアップし、海外コンサート会場
で販売促進や日本農業の説明など実施
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◆輸出事業への取組 ～ロシア

➢ ロシアはじめコメ食文化がない国には、先手で”本当に美味しい
コメ”の食体験を与え啓蒙することで他国産と差別化しやすくなる



2019年（平成31年）2月
日本食レストランでの東川米（おにぎり・寿司）調理、試食会の開催

2019年（令和元年）12月
JAで考案した「ひがしかわボール※」の商品化と、現地 大学生100名を対象に
したモニター調査の実施
※東川米と現地の高級食材を組み合わせた当該国のコメ料理（日本米の美味しさを世界へ伝達する商品）
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◆輸出事業への取組 ～ロシア



2019年（令和元年）12月
台湾企業との新規取引開始に向けた試食会、商談会の実施。また、東川町
制作の映画「写真甲子園0.5秒の夏」上映会 来場者200名に東川米（おにぎ
り・稲荷寿司）の無償配布
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◆輸出事業への取組 ～台湾

➢ 台湾は日本産米含め競合が多く、価格競争にならざるを得ないため、
生産背景(栽培に使用する水の品質 等)含めたブランディングが必要



【日本一のグローバル産地化へ向けた目標】

タイ

イギリス
アメリカ

ウズベキスタン
台湾

中国

ブラジル

シンガポール

【新規仕向け国（目標）】

●ウズベキスタン
●フィンランド
●タイ
●イギリス
●アメリカ
●南アフリカ

上記6か国への輸出を2025
（令和7）年までに実施。

日本の食文化の魅力や美味
しさ、健康・美容を世界に
発信します！

当JAでは、2025（令和7)年までの3年間で新規輸出国5か国、現輸出先と合わ
せ計10か国以上の海外進出を計画し、総輸出量1,000㌧以上を目標に事業を
展開させています

海外事業展開にあたっては、「輸出事業計画」の設定、「GFPグローバル産地
計画」の承認を目指し、JA単位でのお米・コメ加工品での仕向け先数や輸出量
「日本一のグローバル産地化」を目標に事業を取り進めます

香港
モンゴル

南アフリカ

フィンランド
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◆グローバル産地化計画



2025年度（目標最終年）までの輸出目標（数量・金額）を明確に設定し、
目標達成に向けた事業戦略の実行を展開します

【2021（令和3)年度実績】

輸出国 輸出商品 輸出量（㌧） 輸出金額（円）

台湾・中国・香港 精米・玄米 207.6 34,748,000

輸出国 輸出商品 輸出量（㌧） 輸出金額（円）

台湾 玄米・日本酒 123.6 20,760,000

中国 精米・日本酒 123.6 20,760,000

香港 精米・日本酒 536.6 121,026,000

フィンランド 精米 15.4 2,550,000

モンゴル 精米 55.1 12,117,600

シンガポール 精米・パックご飯・日本酒 111.4 26,635,200

ブラジル パックご飯・日本酒 3.5 6,000,000

ウズベキスタン パックご飯・日本酒 3.5 6,000,000

南アフリカ 精米 27.6 7,160,400

タイ 精米・パックご飯・日本酒 3.5 6,000,000

イギリス パックご飯・日本酒 3.5 6,000,000

アメリカ パックご飯・日本酒 3.5 6,000,000

合 計 1,010.8 241,009,200

【2025（令和7)年度目標】

3年後には・・・
輸出量1,000㌧以上
輸出額2億円以上の
拡大を目標！
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◆現在の輸出実績と今後の輸出目標



海外での生活様式や日本産品の輸出実績を調査の上、当JAでは以下
3商品の海外販路拡大に向けた計画を策定

①日本酒（三千櫻酒造製造；当JAのPB商品）

本町の地域特性である大雪山旭岳の豊富な伏流水と、東川米を
合わせた新たなブランド品として、国内販売と合わせ海外市場へ
の販売強化を目指します
海外での日本酒消費は伸長傾向にありますが、他の商品との
差別化を図るため、大雪旭岳源水とその水つくる東川米の付加
価値を合わせたブランド酒として展開を図っています

「世界で飲まれるHIGASHIKAWA
RICE」をスローガンに、町内生産者
5名で酒造好適米の高品質米生産に
取り組みます

輸出専用の「酒造好適米」契約圃場を
設置し、三千櫻酒造㈱へ原料供給・
商品製造を行っています

42

◆海外需要確保に向けた輸出商品の選定①



②パックご飯
③精米商品

炊飯器の普及が少ない海外の生活様式に合わせ、電子レンジや湯せん調理
が可能な「パックご飯」をこれからの販路拡大商品として選定しています
現在、国内でのコメ消費は低迷する中、特に需要を伸長させている商品であり、
近年は輸出実績でも右肩上がりに伸びています

今後、新たに精米機能を導入（P12参照）し、特殊な精米方法により栄養成分を残しながら美味しさを実現させた
「金賞健康米」や「冷凍食品」の製造・海外輸出も計画しています

日本産米の美味しさはもちろんの
こと、健康志向の商品として世界
中での消費拡大を目指します
また、地元で原料生産から加工ま
での商流一極化によるコスト削減
を実現させ、安定的な需要確保を
目指します

輸出向けに長期保存が
可能な「うな丼」など冷凍
食品の開発にも着手して
います
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◆海外需要確保に向けた輸出商品の選定②



グローバル化を目指した取組の一環として、当JA職員による「東川町の魅力・
特長」や特産品（輸出商品）の紹介動画を作成し、YouTube配信を行っていま
す（JAひがしかわチャンネル）
その他、輸出に関わる活動については、報道機関のご協力のもと、積極的に
発信しています

輸出商品の宣伝活動（動画配信）

輸出事業に関わる担当役割（販売・事務手続き・広報他）を明確させ、
目標達成のために担当メンバーの能力を高め協働化を進めます。
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◆輸出目標達成に向けた取り組み①



（事業実施体制図）

関係機関連携による輸出促進

販路拡大に向けた各関係機関との協力体制を確立し、それぞれの役割を
明確にした中で事業を展開します

（実施者）
ＪＡひがしかわ

◆輸出目標設定
◆販売先との交渉
◆生産組織との連絡調整
◆販売促進企画立案 他

（総合支援）
東川町

◆国際交流窓口
◆外国人留学生の誘致
◆販売促進企画立案
◆補助事業支援 他

（輸出用米生産）
東川町稲作研究会

◆輸出用米生産面積拡大
◆高品質米の安定生産
◆ＳＤＧｓ達成目標に沿った
クリーン農業の推進 他

（総合プロモート）
シンセン北海道㈱

◆輸出先開拓支援
◆輸出用商品開発
◆輸出手続き補助 他

（販売先・仲介先）
ホクレン・実需先

◆商流構築
◆輸出先開拓支援
◆精米業務（中国向け）
◆生産技術支援 他

ライスボールプレイヤー川原悟氏
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◆輸出目標達成に向けた取り組み②



46

海上輸送中の気候変動や長期間物流による品質劣化が課題。長期間保存や鮮
度保持に特化した製造機能導入し、新鮮で美味しい東川米の通年供給を目指す

◆輸出目標達成に向けた課題と対応策

玄米殺菌・殺虫殺卵装置（最新機器導入)

• R6年の施設整備事業にて新設する精

米工場と原料籾のライスターミナル付

帯機能として、精米前に玄米に付着す

る細菌・害虫（幼虫・卵）を除去する最

新機器の導入を計画

• 各施設の建設に向けて、現在「農産物

等輸出拡大施設整備事業」へ申請中

（精米施設・籾乾燥調製貯蔵施設外観イメージ）

（高機能性米製造機能・無洗米加工機能）

常に美味しいお米を世界中の方に提供
し、日本産米の品質評価獲得により、国
産米全体の輸出量拡大に寄与！
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◆輸出拡大に向けての産地間連携について

品目間で連携し、”オールジャパン/北海道”で更なるブランド化を目指す

• 品目間でコラボしやすいコメの強みを活かすべく、「東川ボール」ラインナップを拡充

➢ “マーケットイン”の発想で、海外現地でアンケートを取り、人気が高いものを商品化
している（焼きおにぎり等、濃い味のものが多い）

• 今後は、道内はもちろん、他エリアのおいしい食材と組み合わせた商品化も狙いたい

➢ アジア圏では既に”北海道ブランド”は強いが、台湾等の競争が激しい市場の開拓
に向けて今後より一層ブランド力を確固たるものとしたい

➢ 鹿児島県大崎市のうなぎ×東川米でのウナギ丼等、道外含めた連携も進めたい

➢ 道内では、特に海産物(昆布・海苔・さけ・すじこ 等)とコラボしたい

• 価格競争力を高めるべく、食品以外も視野に混載による大ロット輸送の在り方も検討

➢ ホクレンと連携させていただき、他地域の米を一緒に輸送する等している

➢ コメの輸入が難しい地域には、コメ以外の加工食品で提案していきたい



ご清聴ありがとうございました

当JAの輸出目標達成に向け、事業戦略の実行を一
層加速・強化してまいります。引き続きご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
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飛騨ミート農業協同組合連合会
(岐阜／農業協同組合)

◆ 1984年創立。現在では生産者団体(6団体)・輸出事業
者(15事業者)・食肉処理施設の3者が産地一体となり「飛
騨牛」の販路拡大に向けて従事

◆飛騨牛・飛騨産牛ホルモンといった生鮮食品の他に、飛騨牛
串・飛騨牛カレー・ハツ干しといった加工食品も取扱う

◆ 2010年に香港・タイ・マカオへの初輸出を行い、現在では香
港・台湾・EU・米国を中心に18の国(うち1地域)に輸出

◆ 2021年には輸出に取り組む優良事業者として農林水産大
臣賞を受賞



２０２３年2月14日

飛騨ミート農業協同組合連合会

小 林 光 士

飛騨から世界へ

岐阜県のブランド和牛

産地一体で取り組む
飛騨牛ブランドの輸出について

GFP輸出産地セミナー



名 称 飛騨ミート農業協同組合連合会

設 立 １９８４年４月２７日

所在地 高山市八日町３２７番地

施設名 飛騨食肉センター

施設稼動 ２００２年４月

能 力 牛と畜 ７６頭/日（６１００頭/年）

枝肉加工 ４０頭/日（３６００頭/年）

従業員 職員５０名

（正職員４０名 臨時職員１０名）

年間取扱高 約１００億円

国際規格認証 ISO22000 FSSC22000

JA飛騨ミートの概要JA飛騨ミートの概要
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JA飛騨ミートの設立経緯と輸出の沿革

JA飛騨ミートの設立・輸出沿革

• 1984年(S59年)飛騨ミート農業協同組合連合会（JA飛騨ミート） 設立

• 2002年(H14年)新工場稼働（牛専用の施設）

• 2010年(H22年)香港・タイ・マカオへの初輸出

• 2015年（H27年）EUへの初輸出、2016年（H28年）米国への初輸出

• 2021年(R3年)輸出に取り組む優良事業者表彰 農林水産大臣賞 受賞

• 飛騨牛のさらなるブランド力向上、販路拡大を目的に香港向け輸出を開始

• 香港を皮切りに米国・EU等向けにも輸出を拡大し、現在は1８の地域と国

に輸出
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飛騨ミート農業協同組合連合会とは

「飛騨牛」の販路拡大に向けて、生産者・輸出事業者・
食肉処理施設が産地一体となって取り組んでいる

• 飛騨牛生産者団体(6団体)、輸出販売

事業者(15事業者)と輸出向け食肉処

理施設の3者が連携

• 増頭対策として生産基盤を強化

✓ 繁殖センター建設・公共牧場整備

• 若手人材の育成を重視

✓ 飛騨牛生産農家の後進育成のため

高校向けに肥育用雌牛を寄贈

✓ 和牛ブランド力向上のため大学など

と積極的に共同研究を実施地元高校への雌仔牛贈呈

高品質の飛騨牛
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飛騨ミート農業協同組合連合会コンソーシアム

生産~輸出まで産地一体で実施し、
関係者間で情報共有を可能とする組織を設立 （2021年7月）

1.コンソーシアムにおけるPR活動及び販売促進活動

(1)コンソーシアムのポータルサイトを構築

(2)飛騨牛プロモーション・産地招聘の実施

2.動物福祉対応及び血斑発生低減に向けた試験的取組

(1)動物福祉対応・血斑低減の取組みに関する研修会

(2)頭絡配布、血斑低減に向けた調査・研究

3.畜産物の流通・品質保持等に係る調査・試験・実証等

(1)小割加工技術、衛生管理研修会の開催

(2)農場毎のSTEC調査の実施

枝肉購入

と畜・せり

＜食肉処理施設＞
飛騨食肉センター・

飛騨ミート地方卸売市場

＜生産者団体等＞6団体
JA全農岐阜・JAひだ・JAぎふ、

JAめぐみの・JAひがしみの・JAにしみの

＜輸出事業者＞1５事業者
JA全農インターナショナル株式会社・(有)山武商店・
(有)丸福商店・(株)ネオプライムヒグチ・(株)肉の匠
家・(有)肉のキング・養老ミート(株)・エスフーズ(株)・
高山米穀協業組合・JA全農ミートフーズ(株)・(株)吉
田ハム・(有)新トー精肉店・岐阜アグリフーズ(株)・

中濃ミート事業協同組合・JAひだ

構成員

出荷
農家指導
絡配布頭

飛騨ミート農業協同組合連合会コンソーシアム（2022年度）

飛騨ミート農業協同組合連合会
コンソーシアム事務局

※構成員の取組内容に応じて、補助金支払
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“国内需要の限界”と”海外需要の増加”で輸出を志す

輸出開始の経緯 ~国内需要の限界

• 国内の和牛需要が頭打ちになっている状況を打破したいとの思い

• 飛騨地域の”高いインバウンド需要”と”ブランド力のある飛騨牛”を生かした海外
輸出に可能性を感じた

➢ 観光地で飛騨牛を食べた観光客が、自国の高級飲食店で飛騨牛を指定する
ことから、海外レストランにおける需要が増加

➢ 全国有数の高い肉質・ブランドを有し、年間を通して国内トップクラスの枝肉
価格

• 輸出の意義(手取向上の可能性等)を、140戸の生産者に丁寧に説明することで
輸出向け条件（飼育履歴管理・動物福祉対応、生体の衛生管理や輸送等)を遵
守することに全ての生産者が合意した

➢ 輸出開始以前より食肉センターの衛生管理に力を入れており、生産者とのコミ
ュニケーションを重視していたことも奏功（輸出向け生産を行う基盤は既にで
きていた）
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現在の輸出状況

現在1８の国・地域の輸出食肉施設認定を取得しており
香港・台湾・EU・米国をターゲットとして重点的に取組む

対象国 取組みの概要
R2年度
輸出量

• 高級レストランやホテルを中心に、近年ロース、
ヒレ等の小分割の需要が増加

香港 23.5t 30.4t

• ネット販売の売行きが好調

• 真空包装の小割加工製品の販売が好調
台湾 9.9t 16.4t

• 赤身肉の人気が高く、経産牛の輸出も増加

• 日本ではEU認定施設は少なく有望エリア
EU 1.8t 13.8t

• JA現地法人設立と連携し、東海岸で試食を
通じたプロモーションを実施

• 日本流の加工による飛騨牛の拡販に期待

米国 2.6t 7.9t

R3年度
輸出量
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補助事業の活用・支援事業について

農水省補助事業を積極的に活用した輸出取組を実施し、
得られた研究成果や技術は他事業者にも公開

① 食肉生産流通多角化施設整備支援事業

➢ 小割加工ライン一体を整備し、海外ニーズに対応した商品展開。

② 畜産物輸出コンソーシアム推進対策事業(R3、R4)

➢ 輸出拡大に向けた動物福祉対応及び血斑発生低減のための取組。

➢ 飛騨牛のポータルサイト作成、現地プロモーションおよびバイヤーの産地招聘

➢ 米国・EU等の輸出条件を満たす高度な衛生管理・小割加工技術に係る研修会を実
施。高度な基準に対応可能な職員を育成している。

③ GFPグローバル産地づくり推進事業（R2,R3、R４）

➢ 賞味期限の延長(100日)と、冷蔵による船便輸送試験を実施。

➢ 賞味期限の延長ついて、日本食品微生物学会で論文を発表するとともに、国際食品
微生物学会誌に投稿し、日本産和牛が衛生的で安全であることを海外にも発信。

➢ 食肉センターの病原微生物汚染の実態調査を実施し、論文化した。
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海外ニーズに対応した輸出向け食肉処理施設の整備

主な輸出取組 ①小割加工対応施設

• 飛騨食肉センター内に小割加工ライ

ン(真空包装機、シュリンク・チラー、

搬送コンベア等)を整備

• 通常、半枝肉の状態で25~30の部

位に分けるが、要望に応じて最大65

の部位にまで小割が可能に

訪問診断の様子

商談会の様子

• コロナ禍の外食自粛、家食需要によ

り小割加工のニーズが増加している

手作業による小割加工

衛生的な施設
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動物福祉は、先進的な海外の水準を意識して取組中

主な輸出取組 ②動物福祉基準対応と血斑発生低減

• 日本の牛の取扱い方法では、EU・米

国・オーストラリア等の動物福祉基準

を満たすことができない

• 食肉センターでの牛のストレスを減ら

す取扱い方法を実施

➢牛の移動時、鼻環を使用した無

理な引っ張りを禁止する等

• 大学と連携して、と畜時の血斑発生

を低減させる研究を継続中
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海外向けの販売期間延長のため、賞味期限を延長

主な輸出取組 ③賞味期限延長

• 海外での販売期間が短く、真空包装

の牛部分肉を保管温度4℃以下で

60日の賞味期限を延長したい

• と畜~出荷までの高度な衛生管理に

より、真空包装の牛部分肉を保管温

度4℃以下で60日から100 日まで

延長

• 航空輸送だけでなく、冷蔵の船便輸

送も可能となり、輸送コストの削減も

可能
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コンソーシアム事業による飛騨牛プロモーション

米国で”飛騨牛プロモーション”を開催、現地シェフの調理
による試食会で、現地レストランから高評価を獲得

• R4年3月3日に米国・ワシントンにて開催

• 約40名（大使館、領事館の職員、高級レストラン

のシェフ等）が参加

• 現地シェフによる調理方法、料理の紹介を行い、試

食会を実施

• 日系レストランでのプロモーション実績はあったが、

現地系のステーキレストランでは初の試み

• 豪州産等と比較して飛騨牛の”柔らかさ”と”風味”

が高く評価された
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輸出を通じた経営のメリット

欧米向け輸出に向けたハードルを逆に利用した
高品質な生産・供給システムを確立・生産者の手取向上

生産者の
収入安定・
手取向上

品質確保

人材育成

• 小割加工の需要が増加したことにより、処理に手間はかかるものの加
工料金の収入が増え、加工業者としての収益が向上

• 市場出荷する牛肉の10~15％が輸出用であり、年間を通して枝肉市
場の相場価格が安定することで、生産者の収入が安定・手取が向上

• 枝肉市場に出される全ての肉牛が、衛生管理基準が厳しい米国・
EUに輸出可能な衛生基準であり、国内外の消費者の「飛騨牛」に
対する安全性と高品質を確保

• 米国やEUの輸出要綱に対応した衛生管理研修会の実施や、小割
加工に対応するための技術研修会により、職員の技術・知識レベル
が底上げされた

• 厚労省、FSISの査察により、衛生管理はもとより動物福祉に配慮し
た家畜の取扱いを導入

産地間競争による値下げ・価格競争は行わず、飛騨牛のハイブランド
確立に向けた取組を通じて、生産者の手取りを高めることを重視
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オールジャパンと産地の連携に向けた仕組み作りが重要

輸出拡大へ向けた課題認識・解消の方向性

• オールジャパンと産地で和牛輸出を促進する仕組みづくり

➢ 海外需要はまだまだ開拓の余地あり、和牛の価値向上に向けて統一マークを用いたオールジャパ
ンによるプロモーションを図りながら、産地の各ブランドが個性を発揮できる仕組み

➢ 守りだけでなく攻めの政府間交渉にも期待（相手国の条件を所与とするのでなく、日本の主張を
通すような交渉）

• 輸出相手国ごとに求められる衛生管理への対応

➢ 懸垂放血による血斑発生の低減対策のさらなる推進

➢ 残留農薬や抗生物質等の定期的なモニタリング費用の継続的な補助

➢ 動物福祉については、生産者の出荷段階での取り扱いや肉牛の運搬などを検討することも重要

• 「飛騨牛」の特徴を生かしたブランディング

➢ 長年改良を繰り返し系統造成された歴史と恵まれた自然環境で飼育された「飛騨牛」をPR

➢ 高価格で販売するためのブランディングの検討（子牛価格も国内トップレベルで生産コストが高
い）

• 次時代を見据えたマーケットインでの改良

➢ 常に将来の海外のニーズを考えながら、肉牛づくりが必要（必要に応じた霜降り肉から赤身肉へ
のシフトの検討）



ご清聴

ありがとうございました



大分県農業協同組合
(大分／農業協同組合)

◆ぶどう・かんきつ・梨・甘藷などの青果物を主に取扱う

◆2004年より台湾向けに日田梨の輸出を開始し、香港・
ベトナム・タイ等に輸出国を拡大

◆新規輸出先国として、中秋節・春節の贈答需要がある
中華圏や、柑橘の生産が盛んでないロシア等も狙う

◆生産者からの産品取りまとめだけでなく、冷凍加工商品
の開発を通じ、長期冷蔵輸送が困難な国・地域に輸出

◆マーケットインでの化粧箱制作など、販促活動にも注力
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会社概要・取組内容

大分県内の計19JAが広域合併した農業協同組合。
ぶどう・かんきつを重点的にアジアを中心に輸出を実施。

会社名

品目

輸出先国

取組内容

• 大分県農業協同組合(大分県大分市花園3丁目2番10号)

• ぶどう・かんきつ・みかん・梨・かんしょ 等14品目

• 香港・台湾・シンガポール・タイ・マカオ 等

• 大分県内の計19JAが広域合併し運営

• 大分県農協ではJGAP団体認証日本一に向けた輸出産地づ
くりを後押しする支援体制を構築

• 輸出先国の残留農薬基準に対応した防除体系の確立、春節
の贈答用需要に向けた貯蔵・輸送試験、冷凍加工品の開発
などに取り組む
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輸出産地づくりのポイント ～ＪGAP団体認証取得

©日本農業新聞2019年4月25日(木) 日本農業新聞 ＪＡ 5ページ

2018年7月26日(木) 日本農業新聞 ワイド２九州 14ページ ©日本農業新聞
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輸出産地づくりのポイント ～輸出とGAPの関わり

2019.0329公示 2019.0620公示
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輸出産地づくりのポイント ～販売への効果
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香港 タイ マカオ マレーシア

ベトナム ロシア スイス ドイツ

・今後、GAP認証を取得した品目で輸出をおこ
ないたい。
・海外で、安全・安心を証明することは難しい。
認証を取得しているものであれば、証明できる。
・現在、白ネギでは関東のGAP産地と連携して
いるが、大分とも連携して商品をきらさないような
販売をしていきたい。（3月下旬より取引開始）
・GAPを取得した品目を提案して欲しい。

〇ケース１ タイの販売（直販課扱い） 〇ケース２ PPIH様との商談

（千円）
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輸出産地づくりのポイント ～「甘太くん」

甘太くん(高糖度かんしょ)の2017年当時腐敗が問題に

・リーファー(冷蔵)コンテナ輸送
（温度帯: 2℃～5℃）

・貯蔵・出荷時の低温

・圃場や選荷時の乾燥不足

・圃場由来の病原

考察渡航調査

着荷状況

販売時状態確認

レポート提出
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輸出産地づくりのポイント ～生産技術・出荷体制の構築

目指せ年内・コンテナ満載輸送！

農家さんによる袋詰め出荷

1.)11月は掘り取りのラストスパート選果
まで手がまわらない

2.)かんしょの主要産地の選果場は多品
目の選果中で選果を請け負えない

全農買取・農協選果！

・全農が圃場にコンテナを配り、買取
・かんしょの産地ではない選果場を活用し
選果出荷

①栽培管理の徹底 ②選果出荷の見直し ③生産者の参加

着荷調査

販促対応

報告

目
標

現
状

課
題

対
応
策
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輸出取組 ～ミカン×香港

香港向けみかん輸出が急拡大(前年比5倍: 6.3㌧)

• 香港への輸出実績が前年の2020年比で5倍越え
の6.3㌧を出荷。

➢「コロナ禍からの経済回復」と「注文に柔軟に対応
できる直販体制」の2点によって注文が急増したと
推測

➢日本国内の需要期と重ならないため、安定した
量を確保が可能

➢現地の富裕層向けスーパーにて贈答品として販
売を行い、取引価格は国内の需要期と遜色ない

• 更なる輸出拡大を目指し、県農協や生産者はニー
ズに即応できる出荷体制を整備
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輸出産地づくりのポイント ～化粧箱の作成

マーケットイン発想による化粧箱作成

▼作成背景

• 昨年度、ぶどうの事業で活用した委託業者を
通じた市場調査にて、春節の売り場は赤と
金色の化粧箱が多いことが、産地に伝わった

• 招へいしたバイヤーより温州ミカンの化粧箱
がほかの産地にないとの情報を共有頂いた

赤を基調とし文字を金色であしらったデザインの
化粧箱を作成

➢ 春節向けの贈答需要期に253ｋｇを販売
通常DB出荷の2.6倍の単価で販売
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輸出取組 ～シャインマスカット×台湾

シャインマスカットの輸出拡大に向け、鮮度維持に
有効な包装資材を探るための輸送試験を実施

• 県農協では台湾の残留農薬基準に対応した防
除暦（案）を作成し、生産者が栽培。試験的
に30㌔を昨年にテスト輸出を実施

• 輸送試験にて鮮度維持の包装資材検討のため
段ボール箱の形・強度・緩衝材・包み方が異な
るように30㌔を6箱に分け台湾に向けて輸送

➢ 輸送時の温湿度変化・物理的な衝撃のデータを
取るために計測器も段ボール箱中に梱包

➢ 到着後にカビ・へこみ・変色・傷がないか確認

（コロナ下で渡航が許されず、旅行会社と連携）
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輸出産地づくりのポイント ～インフラ(加工拠点)整備

加工場の衛生面強化により、シャインマスカットの
急速冷凍を実現・商品の付加価値を向上

• 加工場の改修工事を行い、輸出体制の強化

➢ 急速冷凍機・乾燥機・真空包装機を備えた工場があ
ったが、加工・荷受け・洗浄エリアが混合していている
等の衛生面に課題があった

➢ 改修工事では3つのエリアを分離・排水溝からの害虫
侵入遮断によって食品衛生法に基づく冷凍食品製
造の営業許可を取得

➢ 自社工場のため、相手国の衛生基準の規制が厳しく
なってきている今日に対応するだけでなく、先方要望に
あわせラベルシール添付・パックサイズの調整が可能に

• シャインマスカットの冷凍商品開発に成功。今後はイチゴ
やサツマイモ等のブランド展開も目指し輸出拡大に繋げる
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輸出産地づくりのポイント ～貯蔵試験

貯蔵技術力を向上させ需要期に合わせた出荷を目指す

• 昨年度、ＧＦＰ事業を活用し、４つの貯蔵庫、３つ資材、３つの貯蔵
容器で検証

• 貯蔵先進地を貯蔵技術に詳しい研究員、産地に技術をどう落とし込める
か考る広域普及員、出荷体制、精算方法を検討する農協職員で視察

➢ 傷み方は大きく２種類（灰色カビ病と軸枯れ）

➢ 作業性や他産地のとりくみを検証

• 今年度、灰色カビ対策やかけ袋、農薬など園地にさかのぼり試験

• 軸枯れに有効で、作業性の良い資材に絞り込み

• 貯蔵容器に関して、通気性の良い他産地で利用されていたものを活用

• 収穫適期に収穫、貯蔵

• 貯蔵物を把握して商談
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輸出産地づくりのポイント ～海外視察

販売戦略から研修報告を含めた海外視察を実施

動画を活用した販売

研究員による調査

バイヤーとの交流・販売状況の確認

生産者・関係機関を含めた研修報告会
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輸出産地づくりのポイント ～販売

動画配信用、ＱＲコード
バイヤーの意見を取り入れたフレーズ

バイヤーからご提案いただいた
ネーミングと化粧箱デザイン
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輸出産地づくりのポイント ～JAとしての役割

• 生産者が輸出に前向きになるための働きかけを根気強くすることも重要

➢ 国内では求められない規格品でも海外ではニーズが高い場合もある(大房シャインマス
カット等)、販路を多角化することは長期的に見て経営安定に繋がる等を説明

➢ “お願い”して輸出向け対応をしてもらうのではなく、成果が出るまで時間がかかる点や、
輸出ならではのリスクがあることも説明した上で理解者を増やしている

• 今後もJAが輸出取組を継続的に先導すべく、JA内部の機運向上も重要

➢ 革新的な取組に前向きな・“長期目線”を持ちやすい若手職員を輸出担当に置く等

• JAの強みは多様な品目・物量が集まりやすい点であり、国内/海外での需要期
の”差”を意識しながら商品提案することが輸出拡大のポイント

➢ 選果機能の引き受けや、加工場整備等、荷が集まる”土台”の整備も重要

強みを活かすためには・・・
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今後の展望

成熟市場と発展市場にそれぞれ戦略的にアプローチ

• 成熟市場(香港・シンガポールなど）

➢ 一村一品の歴史がある大分県は少量多品目の産地で、品種リレーや作型の組み
合わせ、貯蔵するなどして、周年出荷する基盤がある。また、その土地にしかないもの
なども多い。他産地にない時期にある品目や小ロットだがストーリー性のあるものを提
案していきたい。

➢ 相手国での販売のプロであるバイヤーの意見を最大限取り入れ、また、産地の状況
も理解してもらいながら、商談を進めていきたい。

・人口ボーナスが見込める国、輸出規制が不透明なところ

➢ 商談会などに出展し、情報を集める

➢ 規制に対して迅速に対応できるように、

➢ JGAPのとりくみや産地の状況把握を行う
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1本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮下さい

日本産青果物の

海外での一般化に向けて



2　本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮下さい

株 式 会 社 ア ラ イ ド コ ー ポ レ ー シ ョ ン 、
及 び バ ン コ ク 支 店

会 社 概 要
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昭和51年	 11月
大久保満雄を代表として会社設立
平成2年	 12月
氏家勲代表取締役に就任
平成5年	 11月
本社を横浜市中区扇町に移転
平成16年	 2月

バンコク支店・株式会社バンコクフードシステムを開設
平成16年	 5月
氏家勇祐代表取締役に就任
平成17年	 3月	
配送センターを海老名市上郷に移転
平成23年	 8月
本社を横浜市都筑区に移転
平成23年	 9月
タイ料理レストラン「One Dish Thai」をオープン

平成27年	 10月
日本産青果物の東南アジアへの輸出・販売事業を開始

平成26年	 12月
本社を横浜市青葉区に移転

株式会社アライドコーポレーション

社 名 株式会社　アライドコーポレーション

代 表 者 氏家 勇祐

所 在 地 神奈川県横浜市青葉区あざみ野 1-4-3
三橋ビル 5F

設　　立 1976 年 11 月 12 日

資 本 金 1,000 万円

従業員数 正社員 25 名　パート従業員 10 名

売 上 高 26 億円 /2022 年 3 月期

事業内容

● タイ食品を中心とした食品輸入・開発・販売（小
売・飲食店・業務用商品の輸入販売、OEM 事業、
通販事業、外食亊業、メディアタイアップ等）

●日本産青果物の輸出販売
● 日本産加工食品の輸出販売
● ネット事業・メディア事業

取扱商品
タイ食品を中心としたアジア食品（調味料、スパイ
ス、ココナッツ製品、各種インスタント食品、冷凍
食品、他）、日本産生鮮品・加工品

タイ食材を中心に扱う食品商社・メーカーです。タイ食材を輸入し日本の小売店等で販売する傍ら、バン
コク支店を窓口としてタイ王国で日本食品を販売。現在、シンガポールや香港等、世界7か国に日本産青
果物を輸出。トレーサビリティの透明化や品質管理のノウハウを構築し、日本と変わらぬ品質の商品を提供。

沿	革
昭和51年	 11月
大久保満雄を代表として会社設立
平成2年	 12月
氏家勲代表取締役に就任
平成5年	 11月
本社を横浜市中区扇町に移転
平成16年	 2月

バンコク支店・株式会社バンコクフードシステムを開設
平成16年	 5月
氏家勇祐代表取締役に就任
平成17年	 3月	
配送センターを海老名市上郷に移転
平成23年	 8月
本社を横浜市都筑区に移転
平成23年	 9月
タイ料理レストラン「One Dish Thai」をオープン

平成27年	 10月
日本産青果物の東南アジアへの輸出・販売事業を開始

平成26年	 12月
本社を横浜市青葉区に移転

「輸出
に取り

組む

優良事
業者表

彰」

農水省
食料

産業局
長賞

代表の氏家（左）と農林水産省・前食料産
業局長の新井ゆたか氏（右）。当社の、日
本産青果物の海外輸出の取組が評価され、

「2019年輸出に取り組む優良事業者表彰」
で、食料産業局長賞が授与された。
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事業内容
食品輸入・販売・開発

「タイの台所」は当社の旗艦ブランド。写真左の調理キ
ットシリーズは累計2,500万パック以上を販売。

タイ料理だけではなく、そのほかの東南アジア料理の
商品や四川料理に特化した「四川料理しびれ王」ブラン
ドなども展開。

タイをはじめとする現地調味料を輸入・販売。

青果物の輸出・販売

タイ、シンガポール、マレーシア、香港、マカオ、台湾、
アメリカ（カリフォルニア、ハワイ）に日本産青果物
を輸出。

FDA申 請 等 に ま で
対応。

日本産加工食品の輸出・販売

PB・OEM

日系を中心とした企業の
OEMやPB商品の開発。

実績一例

ネット事業・メディア事業

タイの台所
オンラインショップ

エスニックレストラン向け
情報誌「スースー」

タイの台所
Facebookページ
フォロワー3.8万人



5株式会社アライドコーポレーション　本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮下さい

取り扱い品目（果物・野菜）

野  菜

●	さつまいも　
●	キャベツ　
●	大	根　					
●	白	菜　　　
●	人	参　				
●	玉ねぎ　		
●	かぼちゃ　
●	か	ぶ　　　
●	とうもろこし　
●	長	芋									
●	ほうれん草　	
●	水なす　	
●	大葉	

●ピーマン				
●	長ネギ		
●	じゃがいも
●	小松菜　	
●	みょうが	 	
●	きゅうり	 	
●	ブロッコリー
●	アスパラガス			
●	チェリートマト	
●	ししとう　
●	水	菜
●	わさび								
　　　　　ほか

●	桃		　　
●	メロン		
●	いちご		　　	
●	りんご　　	

　　　　　　

フ ル ー ツ

●	柿　　　　
●	梨　
●	ぶどう
●	みかん
　　　　　　ほか

フ ル ー ツ

8割
野 菜

2 割

取 扱 比 率
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バンコク支店・BANGKOK FOOD SYSTEM CO.,LTD.

BANGKOK	FOOD	SYSTEM	CO.,LTD. は、当社のタイ現地法人。
安全性やコスト面などタイでの製造の信頼性を強化すべく設立され、今年で創業18年。
2015 年より、日本の本社と連携し日本産食品の輸入販売事業を本格始動。

社　　名 BANGKOK FOOD SYSTEM CO.,LTD.

代 表 者 氏家 勇祐

所 在 地 タイ国バンコクバンラック 10500 スリウォン通り
シーロム 52　タニヤプラザビル 27 階

設　　立 2004 年 2 月 16 日

資 本 金 500 万バーツ（日本円 1,650 万円）

従業員数 38 名

売 上 高 15   億円 /2021 年度

事業内容
● 食品輸出入・販売、食品開発・製造、食品パッキ

ング、食品関連のリサーチ

取扱商品 タイ料理用食材全般、冷凍食品、食品原料、スパイス、
お菓子、食器、日本産生鮮品・加工品

販 売 国

日本、台湾、タイ、マレーシア、ニュージーランド、
フィンランド、イタリア、デンマーク、フランス、
アメリカ、ドバイ、オランダ、カナダ、イギリス、
ほか

タイの小売店で、日本食品を販売。ECサイト
も展開。

BANGKOK FOOD SYSTEM CO.,LTD.は、日本向けの商材の安全確保やコストマネジメント、製造など
を円滑にすべく設立されました。メーカー機能を持つ食品商社として、現地企業と提携して商品の
開発・生産・品質管理などを行っています。自社工場はありませんが、最終組立の工程は自社専用
ラインを有しています。
日本食品の輸入販売は2015年より開始。日本の本社と連携しながら、これまでタイで構築して
きた食品の加工技術や物流（コールドチェーン）、品質管理、現地小売店や飲食店・卸などとのコ
ネクションを活かし、日本産青果物の拡販に取り組んでいます。
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バンコク支店運営の Facebook ページ &EC サイト

バンコク支店では、日本の食や旅行、文化に関心の高い現地の親日タイ人を囲い込んだ Facebook ページ「JAPAN	
FOOD	AND	TRAVEL	AMBASSADOR」を運営。ページライクしたファン約16万人に対して日本産品の情報（商
品情報や産地情報等）を発信。また、現地タイ人向けの日本食品サイト「JAPAN	OISHI	TANOSHI	NET」も運営し、

[FB PAGE]　JAPAN FOOD & TRAVEL AMBASSADOR

誘	導

[EC SITE] JAPAN OISHI TANOSHI NET
　　　　　（バンコク支店運営）

誘	導

弊 社 商 品 を 取 り 扱 う 小 売 店

E C サ イ ト

16
会員数

万人
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自治体や官庁との取り組み実績
■農林水産省　

【内 容】日本産食品を210品以上タイに輸出し、現地小売店で試験販売・試食提供を行い、現地消費者の反応を商品出品者にフィードバックする。
農林水産物・食品輸出促進対策事業のうち新興市場等におけるマーケティング拠点事業（2017年度）

■茨城県

【内 容】量販店等の売り場等を活用した重点品目（メロン、梨、いちご）の集中プロモーションの実施、飲食店での野菜を中心としたプロモーシ
ョンの実施、各種メディアを活用した情報発信。

海外販売店活用販路拡大事業（東南アジア）（2016年度、2017年度、2018年度）

【内 容】タイ、シンガポール、マレーシア、香港、台湾等のマーケットにおける日本産青果物の店頭PR。
分野・テーマ別のＰＲ活動・販売促進活動（2019年度、2020年度、2021年度）

【内 容】いちご、および大根と白菜の輸送効率化の実証試験。さつまいもの船上キュアリングの実証試験。
青果物グローバル産地強化緊急対策事業（2019年度）

【内 容】台湾の残留農薬基準に対応したいちごの栽培プログラム作成。
青果物輸出産地体制強化加速化事業（2021年度）
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タイにおけるＳＮＳを活用した福岡県産農産物の販売促進に係る業務委託（2017年度）

自治体や官庁との取り組み実績

■福島県　

【内 容】現地量販店へのサンプル品の（桃、梨、りんご、あんぽ柿等）輸送及び品質保持状況の確認、現地の小売店で試食ＰＲ・販売を実施、SNS広告配信。
県産品プロモーション事業（タイ、シンガポール）（2016年度、2017年度、2018年度、2019年度、2020年度、2021年度）

【内 容】現地量販店へのサンプル品（福島県産イチゴ）の輸送及び品質保持状況の確認、バンコクの小売店で試食ＰＲ及び販売を実施、フェア 
　　　 周知のためのメディアを活用した情報発信。

タイにおける県産イチゴ販売促進事業（2016年度）

【内 容】福島県の主要な果物（桃、さくらんぼ、ぶどう、柿、梨、りんご、いちご）を鮮度保持機器・スーパークーリングシステムを搭載した海
　　　 上コンテナでタイまで輸出し、同機器を設置した現地の倉庫で保管し、鮮度保持期間を調査する。

タイ輸出向け青果物鮮度保持試験（2017年度）

■茨城県

【内 容】量販店等の売り場等を活用した重点品目（メロン、梨、さつまいも）の集中プロモーションの実施
産地輸出支援事業（タイ、シンガポール、香港）（2019年度、2020年度、2021年度）
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自治体や官庁との取り組み実績

■熊本県　

【内 容】台湾の量販店での熊本県産品フェアの実施。商品手配、品質管理、店頭POP、八代港からの海上コンテナによる輸送実証等。
台湾における熊本県産品のプロモーションおよび輸送実証事業（2021年度）

■新潟県

【内 容】量販店等の売り場等を活用した新潟県の重点品目（梨、洋梨）の集中プロモーションの実施、SNS広告の配信。
新潟県産青果物海外プロモーション事業（香港、シンガポール）（2021年度）

■福岡県　

【内 容】タイの量販店での福岡県産あまおうと富有柿の販売促進、POP作成、会場設営等。
福岡県産品輸出促進協議会海外販売促進フェア（2016年度、2017年度）

■長野県　

【内 容】タイの量販店での長野県産りんごの販売促進、POP作成、会場設営等。
タイ王国における長野フェア実施業務（2017年度、2018年度）

■その他／群馬県、和歌山県、三重県、笛吹市（山梨県）、吉見町（埼玉県）等	取組実績	多数　
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福島県の県産品プロモーション事業

2019
年

福島県
青果物

100t
超

輸出

震災以降初めての福島県産海産物の輸出で、
安倍前首相・内堀福島県知事とともに会見
に応える当社代表の氏家。

タイで販売されている日本産桃のうち、福島県産
がシェア No.1 になったことをうけて、内堀福島
県知事を表敬法も運した当社代表の氏家

福 島 県 の J3 チ ー ム を
タ イ に 招 き、 タ イ の
プ ロ サ ッ カ ー チ ー ム と

「FUKUSHIMA PEACH　
MUCH」を開催。
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自治体や官庁との取り組み実績

シンガポールの量販店で行われた、山梨
県笛吹市の桃プロモーションの模様。笛
木市長等が店頭試食提供を実施。

和歌山県とJAありだによる、みかんの
プロモーションをシンガポールと香港で
実施。有田みかん大使が試食提供をし美
味しさをPR。

熊本県産いちごの、輸出実績報
告会の模様。課題等を洗い出
し、次年度に向けた取り組み方
針を固めるのが狙い。
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海 外 輸 出 の 取 り 組 み



14株式会社アライドコーポレーション　本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮下さい本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮下さい本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮下さい

輸出国と輸出量の推移
輸 出 先 国

　タ イ、　シンガポール 、マレーシア、香港、台湾、
　マカオ、アメリカ（LA、ハワイ）

■ 輸 出 量 の 推 移

　

2015年／12.8トン
2016年／311トン
2017年／363トン
2018年／377トン
2019年／997トン
2020年／627トン
2021年／586トン
2022年（見込）
⇒1,000トン
2023年（見込）
⇒1,250トン
2024年（見込）
⇒1,500トン

※2020年～2021年はコロナの
影響により一時的に減少

2025年（見込）
⇒2,000トン
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①  “ジャパンブランド・スペシャリティストア”
　　をコンセプトとしたドン・キホーテの新業態

②  焼き芋をはじめとするモバイルフードコーナーや 
　　気軽に日本食を楽しめるフードコート併設

③  プライスリーダーを目指し、適正価格で日本の魅 
　　力を提供

④  出店目標

品質にこだわった生鮮食品を重視

ほぼすべての商品をメイドインジャパンもしくは日本
市場向けの商品でラインナップ
生鮮食品（青果・鮮魚・精肉・惣菜）や加工食品、家庭
雑貨品・日用消耗品・化粧品・バラエティグッズ等を展開

10 年以内に 200店舗程度

 主 な 販 売 先 ： D O N D O N  D O N K I

当社はフルーツのメインサプライヤー

2,000 本以上焼き芋は多い店舗で 1 日
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DONDON DONKI （海外ドン・キホーテ）出店情報

2 0 2 2 年 1 月 時 点 の 店 舗 数

 合計 95店舗
2 0 2 4 年 末 ま で の 店 舗 数 （ 予 定 ）

 合計 153店舗
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当社のビジネスモデル　～仕入れから輸出・品質管理・販促まで～

日本の青果物輸出は、市場で商品を仕入れて輸出して終わり、というケースも多く見られます。弊社
は輸出向けの産地開発（開拓）から、最適コストの物流の構築、現地店頭到着までの品質管理、現地で
の販売促進まで、一気通貫で対応できるのが強みです。

仕 入 れ か ら販 促 ま で自 社 一 気 通 貫強 み

産 地 開 発 物 流 現 地 で の 品 質 管 理 現 地 で の 販 促 活 動

海外ニーズに応じた商品作り
輸出仕様の品質

最適コストかつ最短での輸送
鮮度保持技術の活用

着荷品質を日本にフィードバック
産地の商品作り等に反映

試食提供等でおいしさをＰＲ
消費者の声を日本にフィードバック

余 分 な 中 間 業 者 が お ら ず 、 か つ 着 荷 ロ ス が 少 な い た め
現 地 消 費 者 が 買 い や す い 適 正 価 格 で 商 品 供 給 が で き る
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産地開発　～熊本県のいちご輸出の実例～

熊本県の各生産者宅まで保冷車で巡回して集荷し、北九州空港（福岡空港）から輸出。収穫から最短2
日後には海外の店頭に並ぶため、通常の市場流通品よりも鮮度や品質が抜群。

【 1 日 目 】
収 穫 ＆ パ ッ ク つ め

【 2 日 目 】
集 荷 ＆ 輸 出

【 3 日 目 】
現 地 着 ＆ 販 売

福岡空港で検疫を受けて
から、陸送で北九州空港
へ。那覇空港を経由し、タ
イ、香港、シンガポールへ。

■ 現 地 着 荷 時 の 平 均 ロ ス 率

本取り組み：約0.8％　　市場流通品：約8.3％
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お も な 販 売 先

DONDON DONKI
●タ イ 4店舗
●シンガポール 12店舗
●香 港 8店舗

販 売 期 間

12月上旬～4月上旬

商 品 供 給 元 （ 産  地 ）

菊池市、山鹿市、
玉名市の個人生産者
および生産団体

（計19名）

出 荷 数 量 （ パ ッ ク 数 ）

生産者手取り単価（1パック250g あたり）

11月 12月 1月 2月 3月 4月

500円 409円 409円 364円 364円500円

■2021年度　熊本県産いちご輸出実績

●マカオ 1店舗
●台湾 2店舗
●マレーシア 2店舗
●カリフォルニア 5店舗

2019
年度

から

倍増！

308,978

通期だ
と

市場出
荷より

も

手取り
が

あつい
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商品の外箱およびパックにかけるフィルムには、
DONDON	DONKIのPBである情熱価格と、
くまもんをコラボレーションさせたオリジナルのものを使用。
他商品との見た目の差別化と、くまもん人気による商品訴求の
ほか、「日本のおいしいいちご」「品質のよいいちご」＝熊本産の
イメージづけとブランディングのために制作しました。

■独自パッケージでブランディング

売り場
演出に

も
寄与



アグベル株式会社との取り組み実績

シャトレーゼ海外店舗への商品供給

DONDON DONKI への商品供給

タ イ

  桃
シャイン

マスカット

425 1,423 7,115 2,054 10,270

74 370 876 7,9254,380 1,585

145 392 2,9301,960 586ピオーネ

シンガポール 香 港
発注数（箱） 重量（kg） 発注数（箱） 重量（kg） 発注数（箱） 重量（kg）

29

85

計7,104 箱 35,520kg

,

タ イ

  桃
シャイン

マスカット

0 160   800 410 2,050

47 235 1,665 10,2908,325 2,058

115 140 1,750700 350ピオーネ

シンガポール 香 港
発注数（箱） 重量（kg） 発注数（箱） 重量（kg） 発注数（箱） 重量（kg）

23

0

計 4,835箱 24,265kg

総輸出重量 約59トン













GFP 輸出産地セミナー＆交流会

City Super Japan

執行役員

田屋 健一郎

“産地づくり支援”を起点とした日本産品の価値訴求

～アジア市場を狙った輸出拡大に向けて～



 香港・台湾・上海で現地系高級スーパーを展開。富裕層が主な顧客層であり、品
質・希少性の高い日本産品を取扱。

企業概要（株式会社シティ・スーパー・ジャパン）

• 香港・台湾・上海で現地系高級
スーパーマーケットを展開

• 日本の食品全般を取り扱い、特
に生鮮３品（農産品、畜産品、
鮮魚）を注力

• 近年では日本酒や地域特産品
も取り扱っており、特に上海店舗
が年々伸びている状況

事業内容・近況 日本産品の販売店舗

上海
3店舗

台湾
7店舗

香港
4店舗



苺

シャインマスカット
桃

メロン

葡萄

果物 年間売上TOP5

弊社輸出の現状 2022

果物

野菜

野菜と果物比率(年間売上)

71%

29% 18%

13%

10%
7%

さつま芋

胡瓜
南瓜

白菜

キャベツ

野菜 年間売上 TOP5

17%

11%

5%4%

4%
3%

日本産農産物Category 2022年取り扱いitem数（年間）

果物 77  item

野菜 128 item

total 205 item



在宅者の増加により、安心感・安全性認知の高い日本産生鮮野菜・保存
食等の需要が上昇。

輸出が伸びている日本産品

• 自宅調理に用いる食品として、

日本産の安心感・安全性の認

知が高まる

➢ 生鮮野菜：葉物類

➢ 保存食：カップラーメン、

コメ、パスタ等

香港では特に生鮮野菜の輸出が有望



日本産品の需要増加 ～品目観点

近年、冷凍食品・加工食品のニーズが高まっており、取扱が増加

➢ 冷凍食品

✓ 特に冷凍カットマンゴー等のニーズが高まっている。

➢ 加工食品

✓ 水産物においても、生鮮よりフィレ加工品のニーズが高まっている

• 不要な部分を輸送せずに済むため、梱包材（保冷剤）・輸送費
コストを抑えることができる。飛行機における鮮度低下を抑えること
が可能

• 背景としては、500円/kgの航空運賃高騰への対応、バックヤード
の人手不足が深刻化しており、現場に捌く人がいない

特に冷凍食品にを弊社は今後強化していく予定



EUや中国からの航空便減少による輸入量の減少もあり、輸出が継続できて
いる日本産品の購入機運が高まっている。

日本産品の需要増加 ～物流観点

• EU・中国等からの食品輸入が減

少し、他国産品の取扱が減少

➢ 店内における日本産品の

比率が高まる

• 土日の人出は復活基調にある

日本産品の需要増加によって、店舗の売上は上昇。



① 海外でも価格競争になり日本産農産物は安価で販売され価値観がなくなりつつある
→このまま価格競争が進むと、この先輸出するメリットは間違いなくなくなる。

② 海外への種子流出で同一商品において韓国産や中国産に価格差を付けられている

③ 海外向けの商品規格も必要ではないか？規格外商品を含めて多くの商品を利用すること(加工用へ)
→日本国内規格（グレードやサイズ感）は海外では必要なのか？

④ 海外では環境問題は大きな課題。よって過剰包装/包装原料の見直し。

物流視点

貿易/Regulation視点

⑥ 日本国内の食品安全基準がグローバル化していない。（例：トランス脂肪酸問題：部分水素添
加油脂など）

⑦ 中国向けについては、産地証明書/原産地証明書がオリジナル（原紙）を必要とする、また商品到
着時までに現地へ郵送しなければいけなく、船便でもスケジュールが厳しい。Air便だと極めて困難

課題、問題点

⑤ 港湾事業が中国や韓国と比べると弱いと感じる。（日本の港が抜港されるケースもある）
→航空便はコストが高い、船便は抜港される・・・・この先の物流環境は大丈夫なのか？



➢ 沖縄のマグロはニーズもあるが、沖縄県内事業者にて冷凍施設・カット工場が不足していることが課
題。補助金を使いながら整備を強化していきたいと考えている

➢ 今後も産地直送を強化していきたいため、沖縄ハブを活用した沖縄産水産物の輸出を行いたいと
考えているが、物流費の補助が安定していないことが課題

物流視点

貿易/Regulation視点

➢ 香港向け

✓ 2023年12月1日より、香港では「部分水素添加油脂の食品の使用禁止」及び「水素添加
油脂を含む食品の表示義務」が発生する

• 国内の加工食品メーカーにおいて、油脂関係について理解・対応していない事業者も
多い。先日、小田原の天ぷら製造業者等と話した際にも、良い産品であったが油脂関係
の規制対応ができていなかった

➢ 中国向け

✓ 農政局と輸入者の見解の狭間にあり、産地証明書の取得が手間かかっている。加えて中国は
政治的な要素で規制が左右されるため安定供給が難しい

課題、問題点(各論)



➢ 今期のお取引としてはメロン、トウモロコシ

➢ 栽培において土づくりや農薬管理と背景
（バックグランド）が明確で、お客様にもなぜ
美味しいのか？なぜ安全なのか？なぜ高いの
か？が伝わり易かったのが採用理由です。

意食充 株式会社様

➢ 今期のお取引としてはシャインマスカットと桃

➢ 自社で選果場を持たれているため品質面の
安心感と出荷形態を柔軟に対応して頂ける
点は良かったです。

➢ また、地域の次世代農業（耕作放棄地問
題、高齢化問題）についても丸山さんを中心
に若手の生産者さんたちで取り組まれているこ
とに共感しています。

株式会社 アグベル様

GFP活用事例



• 産地との直接取引・産地へのフィードバック

✓ 卸・市場を極力介さず産地と直接取引することで、密にコミュニケーションを取ることが
でき、販売サイドへの商品・生産ストーリー伝達、及び海外現地到着時の状態・販売
実績等のフィードバックも可能

• 小規模・ニッチ産地の開拓

✓ 日本産品が比較的流通している東南アジア市場においては、ニッチな産地の特産・
郷土料理のニーズがあるため、大規模・有名産地以外の開拓にも注力

✓ そのためにも、1ケースからでも商談・取引をしている

• 海外バイヤーの”産地招聘”

✓ 普段海外に拠点を置く事業者・自社メンバを日本に招き、生産現場の自然環境・
生産者たちの作業風景・生産のこだわり等を肌で感じてもらい、生産ストーリー含めた
商品価値を訴求し、安定的な取引に繋げる

輸出産地づくり支援のポイント(1/2)



• 産地ブランディング支援

✓ 生産現場に足を運びプロモーション動画を制作

✓ 産地ブランドを重視したパッケージを制作(アグベル：MARUYAMA FARM 等)

• 産地にフォーカスしたフェア

✓ 開拓・ブランディングした産品含め、店舗でのプロモーション時は”オールジャパン”だけで
なく、産地にフォーカスしたフェア(九州フェア・北海道フェア等)を開催しており、商品そ
のものだけでなく産地もセットでPR

• 加工食品(日本産原料)の積極採用

✓ 一次産品だけでなく、日本産品を活用した加工食品の取り扱いにも注力することで、
規格外品の収益化に繋がり、ロス低減・輸出産地の利益向上を実現

✓ 加工食品は海外ニーズが高い一方、原料に海外産が使用されているケースも多いた
め、日本産を使用している商品の取扱を増やし産地への利益還元に繋げたい

輸出産地づくり支援のポイント(2/2)



＜今後の展望として＞

① 現在お取引をして頂いている生産者さんへは海外輸出用の栽培、品種選定、梱包をお願いすると
思います。
→a.長期輸送に耐えうる品種開発と輸送環境の整備。

b.国内の固定概念にとらわれない農産物海外用規格にもチャレンジする
c.相手国に合わせた品種栽培。海外のお客様や小売店のニーズに応えるitemの国内栽培。
例：中華野菜

また、海外での人件費高騰、人手不足問題から店内バックヤードのoperationを簡素化するitem。
② 世界的気候変動に影響の受けない施設栽培の強化
③ 店舗での原料販売が減りつつある中、一次加工品の強化（冷凍フルーツ/冷凍カット野菜等）

→冷凍にすることで輸送費の削減、品質トラブルの回避ができる。また、現在の冷凍技術においては
美味しさをそのまま伝えることができる。

④ 加工品については、添加物問題で輸出が可能な商品が限られ、輸出数量は減る見込み。
→逆に「部分水素添加油脂」を含まない商品は輸出拡大のチャンスとなるであろう。

＜要望として＞

① 各国によって異なる食品添加物の基準に関して、添加物名を入力するとどの国で使用できるか、また
は使用条件が分かるシステムがあると、輸出業者さん製造メーカーさんは助かるのではないかと思いま
す。
例：検索システム



＜自社としての”ネクストアクション”＞

1. 空輸体制の強化

➢ 毎日航空輸送で中国向けに輸出していきたいと考えており、特に生鮮品を強化していきたい。
青果物においても航空輸送で行う予定

2. 輸出産地・GFP会員とのネットワーキングの強化

➢ 日本国内の輸出産地育成も重要であると捉えている。香港店舗では、中国産の野菜が多く
入ってきているため、中国で生産されている野菜を日本国内で生産してもらい、日本産を輸出
する、といった取組を開始している。香港人のニーズにも沿いながらも、高品質な日本産品を購
入いただけるといった、他社と価格で勝負しないための差別化・仕掛けを行っている

Ex）中国の輸入冷凍野菜においても、ほうれん草等は日本向けにローカライズしている

➢ GFP会員は輸出意欲が高い生産者やメーカーが多く、特に山梨の桃生産者は若手であるが、
積極的に取り組んでいる

3. 新たな輸出品目の開拓

➢ 今後は、冷凍食品の扱いも増やしていきたいと考えている。品質も上がってきており、店舗の
バックヤードにて自然解凍して販売しても味・消費者の評価が落ちることはない

常温品の場合は、腐敗防止等のために添加物を入れる必要があるが、冷凍食品であれば
品質劣化のリスクが軽減されるため、添加物を抑えることも可能
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